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≪久々野町の重点と力点≫ 
○ 主体的に問題を解決する資質や能力が身

に付くよう、学校の基本的な考え方を明

確にした構想や計画を立案するととも

に、体験的・問題解決的な学習活動を工

夫する。また、自らの学習活動を評価し、

改善を図ることができるよう、一人ひと

りの状況や成果を把握して指導する。 

≪学校の教育目標≫ 

心豊かで 

たくましい生徒 
・自学 自ら意欲的に 

学ぶ生徒

・協調 仲間と共に 
高まり合う生徒 

・健康 たくましい心と 
身体をもった生徒 
合言葉 

『自主・自律』 

≪学習指導要領 
～総合的な学習の時間の目標～≫ 

①自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、

主体的に判断し、よりよく問題を解決する資

質や能力を育てること。 
②学び方やものの考え方を身に付け、問題の

解決や探究活動に主体的、創造的に取り組む

態度を育て、自己の生き方を考えることがで

きるようにすること。 
≪生徒の実態≫ 
・ 地域の中で興味、関心をもって学習に取り

組める生徒が多い。 
・ 自らテーマを設定して、計画的にねばり強

く取り組む姿に弱さが見られる。 

≪めざす生徒の姿≫ 
・ 自ら課題意識をもち、計画的に活動し、ね

ばり強く取り組む生徒。 
・ 活動したことを分かりやすくまとめ、自分

の考えをもち、相手に分かりやすく伝える

ことができる生徒。 
・ 地域の方とふれあい、課題を解決するため

の工夫を考え出すことができる生徒 
 

≪全校研究主題≫ 
人と自然の中で自ら学ぶ力 

を育む学習活動 

≪総合的な学習の時間の目標≫ 
 一人一人の生徒が自然や社会、人々との関わりの

過程で『自己を育てる』  
付けたい力  
・調べる力（１年生）・まとめる力（２年生） 

・表現する力（３年生）・人とふれあう力 

・とことんやりぬく力・計画を立てる力 

・工夫、創造する力 

●２年生の目標（進路・人間） 
 久々野町内で仕事をしている

人々と接したり、金沢の伝統工芸士

の方と接したりしたことをまとめ

ながら、自分の生き方、考え方をも

つことができる。 
学年の重点（まとめる力） 

各教科・道徳・その他の教育活動 

みささ A（協調） 

・学級、学年を母体に各学年の 
テーマ達成をめざして町内外

へ出かけて体験する内容。仲間

の中で自分を成長させること

が大きな目標である。 
 
１年・福祉体験（喜楽荘訪問、

八光苑訪問、ショートボ

ランティア体験など） 
・進路体験（家の方の仕事

を知ろう） 
・高山研修など 

２年・金沢研修 
・職場体験（久々野町内の

事業所で） 
・カナダ研修準備 など 

３年・カナダ研修 
・進路学習 

みささ B（協調）  

・学級、学年が母体でみささＡ 
活動をより充実するために関係

の方々からの講話を中心に活動

を進める内容。この内容が自学の

個人テーマに関わっていくこと

もできる。 
 
１年・八光苑、喜楽荘の介護福 
祉士や所長さんから 
・自然を守る活動をしてい 
る方から 

２年・伝統工芸士の方から 
・進路講話 
・カナダに向けて 

３年・アラン先生から 
・国際交流委員会から 
・飛騨地区のＡＬＴから 
・進路講話など  

自 学  

・個人でテーマを設定し、そのテ

ーマ追究を進めていく中で個人

が成長していく。テーマについて

は、各学年テーマをもとにする

が、必ずその学年テーマに関わる

ものにしなければならないとい

う限定をすると生徒の活動に制

限ができるので、できる限りとい

う点で行う。 
 
※教科と総合的な学習の関連を図

った指導計画を考え、相互に関

連させるようにする。 

（例） 
 ・英語科のコミュニケーション 
  に関わる内容 
 ・選択授業によるＡＬＴの授業

など 

根っこ 

・課題解決を支

えるために基

本的な内容を

徹底して理解

し、みささや自

学の活動をよ

り活発に進め

られるように

するスキル学

習を行う。 

●３年生の目標（国際理解） 
 １・２年生で活動したことを基盤

にカナダと久々野の文化を比較し、

体験・調査・工夫・表現することが

できる。 
学年の重点（表現する力） 

●１年生の目標（自然環境・福祉） 
 久々野町内や飛騨地方の自然環境や

福祉について課題意識をもち、課題を

解決するために体験を重ねながら、調

査・追究していくことができる。 
学年の重点（調査・体験する力） 


